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   開     議 

 

 

○浅野敏明議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、ございませ

ん。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 なお、鈴木幸浩子育て推進課長から欠席させ

てほしい旨の届出があり、尾久宣行子育て推進

課補佐が出席しておりますので、ご報告いたし

ます。 

 なお、渡部秀樹議員から資料の配付について

申出があり、会議規則第150条の規定により許

可いたしましたので、ご報告いたします。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

４号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○浅野敏明議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 渡部正之議員の質問 

 

 

○浅野敏明議長 順位11番、議席番号３番、渡部

正之議員。 

  （３番渡部正之議員登壇） 

○３番 渡部正之議員 おはようございます。 

 清和長井の渡部正之です。３月定例会一般質

問をさせていただきます。 

 私からは、遊びと学びの交流施設「くるん

と」における子育て支援事業についてと、今後

の自主財源確保について、広域的道路網整備に

ついての３項目で７点質問いたします。 

 総務省の推計によると、昨年４月１日時点で、

日本の15歳未満の子供は男子が751万人、女子

が715万人で、合計1,465万人となり、昨年より

25万人少なく、子供の数は昭和57年から毎年減

り続けていて、41年連続の減少となっており、

年齢別では12歳から14歳までが323万人、９歳

から11歳までが313万人、６歳から８歳までが

301万人、３歳から５歳までが278万人、ゼロ歳

から２歳までが251万人で、年齢層が下がるほ

ど人数が少なくなってきております。 

 また、総人口に占める子供の割合も11.7％と、

48年連続の低下となりました。 

 このような中、本年４月にこども家庭庁が発

足するなど、子育て支援策については国、地方

がさらに充実、強化を図ることが求められてお

ります。 

 近年、ひとり親家庭割合の増加、就労形態の

多様化などにより、子育て支援に関するニーズ

は増加し、待機児童や子供の貧困が社会問題と

なるなど、子育てを取り巻く環境は変化し続け

ています。国の令和４年度第２次補正予算にお

いて、全ての妊婦、子育て家庭が安心して出

産・子育てができる環境整備に向けて、出産・

子育て応援交付金が創設されました。 

 本市では、妊娠期から出産・子育て期まで切

れ目なく身近で相談に応じ、様々なニーズに即

した必要な支援につなぐ支援の在り方として、

伴走型相談支援では、妊娠届け出時に妊婦さん

が安心して出産を迎えられるよう保健師が面談

を行い、「子育てガイド（妊娠期）」を用いて、

出産までの手続や生活について見通しを立て、

妊娠・出産について心配なことの相談や、乳児

訪問により出産後の育児の悩み、疲れに寄り添
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いながら、長井市子育て支援プランを基に産後

の手続、サービス等を一緒に確認する体制が取

られており、経済的支援としては、出産応援金、

子育て応援金などにより一体的な支援がされて

おります。 

 あわせて、すくすく子育て応援アプリで、長

井市の子育て情報やイベント情報を閲覧するこ

とができ、子育てに関する各種記録の管理がし

やすくなっております。 

 子供の健やかな成長のため、家庭を原点に、

地域や事業所、保健、医療、福祉、教育など各

部門が連携して、社会全体で子供の成長を支え

る体制が整えられてきており、安心して子供を

産み育てることができるまちを目指し、子育て

世代活動支援センターの整備など、多くの子育

てニーズを満たす取組を進めてきていると感じ

ております。 

 令和５年施政方針のまちづくり重点戦略の一

つとして、「世界へ挑戦できる子どもが育つ！

長井の子育て魅力ＵＰ戦略」が掲げられ、子育

て世代に選ばれる子育て施策を展開し、子供を

育てるなら長井市と言われるまちづくりを推進

していくとされております。 

 今年８月オープン予定の遊びと学びの交流施

設「くるんと」は、子育て世代を支援する先進

的事業を行っていく施設であり、事業が運営さ

れ広く発信されることで、今後一層、地域一体

的となった子育て環境の充実につながるものと

考えることから質問いたします。 

 １点目として、遊びと学びの交流施設「くる

んと」における子育て支援事業として、親子が

安心して遊べる広場を開放し、子育て中の仲間

との交流や情報交換を行い、専門スタッフによ

る育児・健康相談や妊娠・子育て世代の不安や

悩みを解消するなどの支援を行うことを目的に

されている子育て支援センター事業、また、保

護者が通院や冠婚葬祭、里帰り出産、育児疲れ

でリフレッシュするときなど、一時的に保育が

必要な子供を預かり、保護者の負担軽減を図っ

ていくことを目的にされている一時預かり事業、

さらに、子育ての援助を受けたい者、利用会員

と、当該援助を行いたい者、協力会員が会員と

なり、育児の助け合いを行うことが目的として

上げられているファミリー・サポート・センタ

ー事業があり、これらの事業は本市からの業務

委託となっており、経験豊富で地域に根差した

事業者が運営していくということで、大変心強

く、ありがたく感じているところであります。 

 これまでも事業を実施していく上での協議が

なされてきており、課題等の整理も行っている

ものと思いますが、様々なことを想定した準備

が大事であります。オープンまでの期間におい

て各事業の研修が予定されており、オープンま

での期間が短いことなどを考えると、事業目的、

事業内容に沿ったスムーズな事業開始につなが

る効果的な研修にしていただきたいと思います

が、具体的に事業ごと、どのような研修を予定

されているのか、子育て推進課長に伺います。 

 ２点目でありますが、事業は認知してもらう

ことで利用者獲得にもつながり、子育て環境の

向上に寄与するものと考えます。事業の周知に

ついては現在どのように考えているのかを、子

育て推進課長に伺います。 

 ３点目であります。初めての子育て家庭に役

立つ離乳食教室や、幼児食教室などを行ってい

る施設は多くありますが、実際に離乳食を提供

しているところは少ないのが現状であります。

乳児のアレルギー対応や、細菌感染対策等、厳

重なリスク管理を求められることから難しさも

あるものと思いますが、調理済み離乳食販売と

いう方法もあると思います。離乳食を提供でき

る施設となることで一層使いやすい施設になる

と考えますが、現状どのように検討をされてい

るのか、子育て推進課長に伺います。 

 ４点目であります。遊びと学びの交流施設子

育て支援事業では、子供の一時預かりや育児相
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談などの総合的な子育てサポート機能により、

妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援

につながり、大変期待しているところでありま

す。土日にも支援センターを開放することにな

っていることは、本市子育て環境の充実に向け

た思いが感じ取れますし、利用者側からすれば

大変よいことであると感じております。 

 一方、事業者側から考えると、保育士確保な

どの観点からも、事業を行っていくに当たって

の難しさがあるものと感じており、ニーズを把

握し、調整などを行うとともに、事業者へのフ

ォロー体制を持ちながら事業を進めていくこと

が重要と考えますが、子育て推進課長の見解を

伺います。 

 ５点目でありますが、子育て応援企業認定制

度の創設についてです。子育てをする上で、職

場環境はとても重要であります。父親、母親と

もに働きながら安心して子供を産み育てること

ができるよう、今後も企業等に協力を求めなが

ら、仕事と子育てを両立できるような職場環境

づくりの推進や、地域での子育て支援活動に積

極的に取り組む企業を、何点かの認定条件を設

定し、一定水準を満たした場合に、子育て応援

企業として認定・公表を行い、また、認定企業

の中で特に優れた活動をしている企業を表彰す

るなど、企業の子育て支援施策を促進し、社会

全体で子育てしやすいまちづくりを積極的に進

めるべきと考えますが、厚生参事の見解を伺い

ます。 

 次に、今後の自主財源確保について質問いた

します。 

 少子高齢化や生産年齢人口の減少は、市税収

入の減少や社会保障関連経費の増加など、経

済・財政面での影響だけでなく、地域の支え合

いや活力の低下につながり、市政運営における

課題となっております。 

 そのような中、本市において、ふるさと納税

金額が平成24年に105万円であったものが、平

成26年には１億6,318万円となり、令和２年に

おいては、ポータルサイト等を活用し、選ばれ

る自治体に向けた効果的な情報発信がされたこ

となどにより、納税金額が15億7,015万円とな

り、本市の貴重な財源になってきております。 

 しかし、人口減少により個人市民税や固定資

産税など、自主財源として歳入が今後低下して

いくことは明白であり、自主財源をどう確保し

ていくかということは大きな課題であります。

健全で安定した財政基盤を確立することにより、

地域の自立を図り、将来にわたって市民が暮ら

しやすい安定した自治体をつくることが重要と

考えます。 

 全国の自治体では、小規模公共施設、公衆ト

イレや市道等へのネーミングライツの導入や、

モニター広告、デジタルサイネージの導入など、

新たな財源の確保に様々な工夫を凝らしており

ますが、その有効性は自治体の規模、地域資源、

環境等により異なるのが現実です。 

 これまでも、10年先、20年先を見据えた各種

計画を策定し、財政負担の少ない事業展開を行

うとともに、事業手法の改善などの行政運営の

効率化やコスト削減などの行政改革を進められ

てきましたが、次世代が安心して暮らせる持続

可能なまちづくりを推進するための今後の自主

財源確保について、市長はどのような考えを持

たれているのか、また、最重要であると考える

方策等があればお聞かせください。 

 次に、広域的道路網整備について質問いたし

ます。 

 広域的道路整備は、多様な交流や通勤、通学、

医療及び買物等の日常生活を支えるだけでなく、

地域産業活動の発展にもつながることから、期

待する市民の声も多く寄せられております。県

では、長井－白鷹間の西廻りとして新たな幹線

道路の要望を受けたことから、令和２年度より

道路に関する調査が行われており、本市と白鷹

町の意見を聞きながら、新たな幹線道路を整備
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するとした場合の幾つかのルート案について検

討を行い、いずれのルート案においても事業規

模が大きくなり多額の費用を要すること、また、

事業期間については、計画から完成までに長い

期間を要することが見込まれるとする一定の見

解が示されている状況であります。 

 引き続き、新たな幹線道路の在り方を検討す

る際には、県外も含めた広域的な道路ネットワ

ークの形成状況と、それによる人や物の流れの

変化、また、将来的な道路交通のニーズも反映

していく必要があり、新潟山形南部連絡道路の

整備状況など、今後も状況変化を見据えながら

引き続き検討を行っていくとされております。 

 また、本市の今年度の重要事業要望にも上げ

られております国道348号の高規格化について

は、置賜圏域と中核市山形市を直結する道路と

して広域的な経済・生活圏を形成するためには

とても重要であり、令和元年９月に東北中央自

動車道（仮称）山形パーキングエリアスマート

インターチェンジの新規事業化が採択されたこ

とから、今後さらなる広域物流の効率化やアク

セス向上による観光振興などにつなげていく必

要があります。 

 現在、令和３年10月に発足した国道348号整

備促進期成同盟会によって、本路線の高規格化

に向け関係市町が一体となって検討が進められ

ていることと思います。これからの長井市の均

衡ある発展を考えた場合、広域的道路網整備は

不可欠であり、事業を具体化していくためには

関係市町との情報共有や共通認識が必要である

と考えますが、当該事業を推進するに当たり、

現在関係市町とどのような協議がなされ、現状

どのようになっているのかを市長に伺います。 

 以上で、壇上からの質問を終わります。ご清

聴ありがとうございました。 

○浅野敏明議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 おはようございます。 

 渡部正之議員から、大きく３つの項目と、７

点のご質問、ご提言をいただいておりますので、

順次私のほうからお答えを申し上げます。 

 私からは、２の今後の自主財源確保について

ということで、議員からは人口減少によって個

人市民税、固定資産税など自主財源がどんどん

減っていく、これは明白だと。健全な自治体経

営のために自主財源をどう確保するかというこ

とについてのお尋ね、また、ご提言だと思いま

す。 

 議員おっしゃるように、依然として厳しいコ

ロナ禍の状況でございましたけれども、あわせ

て、ウクライナ、ロシアの侵攻による物価高騰

と、極めて先行きがなかなか見えない、そうい

った景気の低迷などもございます。そういった

中で、市税におけるいわゆる調定額は以前より

落ち込んでいるのも確かでございますが、今後

も新型コロナウイルスからの回復により、その

分の上昇を見せるとは予想しておりますが、や

はり議員ご指摘のように、全体的に見れば人口

減少に歯止めがかからない状況において、市税

の収入の低下は否めないと考えます。 

 いろいろ財政のことをお話ししますと、やは

り正確にお話しをすると相当丁寧に時間をかけ

て話す必要があります。ただ、こういった議場

の場でございますので、簡潔に、語弊があった

ら非常にこれはまずいわけではございますが、

できるだけ簡単に、なおかつ正確に申し上げま

すと、私ども地方自治体、市が、以前にもお話

ししましたように、東京都の23区も入りますの

で815の市がございます。私どもは通常一般市

と言われてますが、政令都市とか中核都市、こ

ういったことも含めて815。そして、町と村が

926なのですね。合わせて1,741の市町村、それ

から都道府県47で1,788というのが地方自治体

なんですね。地方自治体にはいろんな地方自治

法から関連するいろんな法律があるわけですが、

財政的には地方交付税法というのがあるんです

ね。あるいは地方税法とか様々なものがござい
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ますが、その中で、国の考え方としては、地方

自治法の趣旨なんでしょうけども、国民として

どこの市町村に住んでも一定程度の文化的生活

ができる、これを国は保障しなきゃいけないと

いうことで、この地方交付税法が多分生まれた

んだろうと思います。それはどういうことかと

言いますと、例えば私ども長井市、大体２万

6,000の人口、加えて市道とかあるいは管理河

川、また、いろんな施設があります。そういっ

たものなどを基準財政需要額といいまして算出

する、算定式があるんですよね。それに基づい

て、長井市、どのぐらいのいわゆる税金ってい

いますか事業費が要るだろうというのか、その

基準財政需要額、簡単に言えばそういうことな

のですが、大体約80億円ぐらいでございます。 

 それに対して、基準財政収入額というのもあ

るんですね。これも算出基礎がありまして、そ

れから差し引いた部分を地方交付税として、

我々市町村に、あるいは都道府県にも交付税を

交付しているわけですね、普通交付税です。そ

れ以外に特別交付税等々ございますけれども。 

 そして、長井市の場合は、その基準財政収入

額に当たる市税、議員からもありましたように

法人住民税、市民税、そして固定資産税、都市

計画税、軽自動車税等々なのですが、それらが

大体40億円弱ですね、35億円ぐらいでしょうか。

そして、地方交付税が45億円ぐらい頂いてる形

なんですね。 

 そうしますと、企業、事業者、市民の皆様が

一生懸命働いて納めていただいた市税に当たる

部分について、人口が減ったとします、あるい

は経済が低迷して収入が減ったとする。それで

80億円必要なお金が70億円しか確保できなかっ

たというと、大変なわけですね、地方自治体の

運営が。ですから、そこを交付税でカバーして

いただいてるというのが、今の全国の市町村の

状況です。 

 ただし、東北ではこの交付税を、不交付団体

ってあるんですが、それが例えばこの近くです

と宮城県の大和町、これはトヨタ自動車東日本

の本社があるんですね。不交付団体です。です

から、こういったところは国からお金もらわな

いので、ここの企業がどんどんどんどん税収を

上げて住民税を払っていただきますと、その分

豊かになるんですね、自主財源が増える。あと

は、福島県の大熊町、これは原発ですね。青森

県の六ヶ所村、これも原発です。この３つだけ

です。 

 それ以外は、やっぱり国から何らかの形で交

付税を頂きますので、そういった意味では、な

かなかこれは一般の市民の方には分からない仕

組みなのかもしれませんけれども、実はそうい

うことで救っていただいてるんですね。 

 ですから、私どもは都市自治体でありますの

で、その、いわゆる自前で収入がどのぐらいあ

るかというのを、それの率が非常に高い。私ど

も４割、40％以上を超えてるわけですけども、

山形県内、大体40％から50％ぐらいです。ただ、

町村はこれがぐっと低くて、もうそれこそ１割

とかというところあるわけです。９割はもう国

の交付税に頼らざるを得ない。もうそれでも、

やっぱりそこで暮らしている皆さんが文化的に

ひとしくみんな暮らせるようにという制度なん

です。 

 ただし、だから、じゃあ産業振興とか、そう

いう必要ないかというのは全く違うんですね。

これはどういうことかというと、産業振興をど

んどん図って、例えば長井市でいえばものづく

り、製造業と農業とか、あと、サービス業とか。

そこで企業、従業者さん、あるいは農家の皆さ

んが努力されて、どんどん収入を上げていただ

くと、経済が活性化して、その企業、事業所、

農家の皆さんももうどんどん成長して豊かにな

るということで、実は雇用が増えたり、皆さん

の所得が増えると。それは直接、市の財政には、

今の長井市の状況ではプラスにはならないかも
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しれません、自主財源という点ではね。ところ

が、市民の皆さんは豊かになることによって、

やはり長井市も非常にそういう意味では、暮ら

しやすい、そして、市民みんな豊かですから、

余裕がありますしね。私どもとしては、経済的

な政策というのは、もしかしたらほかの町より

も市民の皆さん豊かになると、少し違う部分に

その部分を向けられる可能性もあるということ

などもあると思うので、産業振興は当然、あと

雇用を創出するというのは人口増にもつながり

ますし、若い人たちがここに定着できる、そう

いった重要な施策だと思ってます。 

 したがって、簡単に申し上げますと、自主財

源どこかといったらやっぱり、渡部正之議員お

っしゃったように、ふるさと納税ぐらいしかな

いんですよ。あとは、市民課なんか行きますと、

市民課の封筒の裏にスポンサーになっていただ

いてるような広告とか、あと、ホームページの

ほうにも、市報のほうにも、いろいろな企業さ

んとか、事業者さん、病院などからのいろんな

広告載せていただいて、そういったことを少し

でもプラスにして、より市民のためにきめ細か

くサービスを向上させる、そういった努力が一

つと、やっぱりはふるさと納税なんですね。 

 ふるさと納税、おかげさまで、今日聞いたお

話、段階ですと、16億円超えたと。それで、そ

のうち４割から５割ぐらいが残る。そのときそ

のときで若干違いますけども。ですから、16億

円のうち仮に５割だとすると、８億円近い、こ

れは自主財源で、いろんな市民の要望に応えて、

国の補助事業でやったり、あるいは全く自前の

事業ももちろんあります。そういったところに

使えるわけですね。国の補助事業の場合ですと、

その例えば仮に５億円の事業があったとすると、

国から補助率の高い事業、補助をいただいて、

残りは自前なわけですけども、自前の中でも起

債っていいましてね、皆様からもご承認いただ

いて、ハード事業なんかは起債使えますので、

それは、そのときの我々だけじゃなくて、20年、

30年と使えるわけですから、15年ぐらいで返し

ながら、その返すときの財源などもこういった

自主財源になるわけですね。 

 ですから、そういった意味で言えば、自主財

源、貴重な自主財源をうまく使うために、でき

るだけ多くの情報を集めて、できるだけ高い補

助あるいは交付金事業を採択してもらう。さら

には、起債するときも、全く起債するとき、仮

に例えば１億円お借りしたんだけども、１億円

全然国から支援なく、全部市で返さなきゃいけ

ないというのと、例えば５割ぐらい返すときに、

支援のある事業というのは結構あるんですよ、

探すと。ただ、長井市は過去はそういったこと

はあまり努力してこなかった、無関心といった

ら、先輩に失礼なのですが、そういった形跡が

あります。だから、行財政改革であれだけ苦し

んだわけですね。ですから、私ども、行革のあ

のつらい思いを考えると、そんな放漫な財政運

営できないですよ。 

 ですから、こんな事業をやって、次の世代に

ツケを回すのかというのは全く当たらないんで

すよね。だって、10年とか15年で返すわけです

よ。でも、施設は今、30年、50年ですよね、使

えるのは。ですから、そこは必要な施設かどう

かが問題なのですね、だと私は思っております。 

 そんなことから、長井市のほうではそういっ

た自主財源の確保については、産業振興はもち

ろんですが、やっぱり直接的にはふるさと納税。 

 あともう１点申し上げますと、例えば置賜地

域地場産業振興センターってあるんです。地場

産業振興センターは、今までは、長井市の財政

にとっては極めて、お荷物だったんですよ。私

が市長に就任させていただいたときも、まだ、

ちょっと返さなきゃいけないお金もあったんで、

１億2,000万円支援してたんですよ。ところが

今は、今年は3,000万円ぐらいですかね、来年

は2,000万円ぐらい。そういうふうにしてどん
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どんどんどん縮小して、やがて地場産業振興セ

ンターがもっともっと伸びる要素がありますの

で、そうすると、逆に市のほうに寄附できるん

ですよ、例えば毎年3,000万円ぐらい。地場産

業振興センターというのは、例えば菜なポート

もそうですけども、決して農家の皆さんから高

い手数料もらってないですよね。ですから、以

前、菜なポートも統合したときに、手数料が安

いと。そういう団体が３つぐらい集まってやっ

たもんですから、こんな安い手数料で駄目だっ

て言ったんですが、いや、これは農業振興なん

だということで、手数料低いんですよね。そん

なこともして、産業振興を図ると同時に、そこ

から少しずつ節約して得た、いわゆる自主的な

内部留保を寄附という形ですることも可能だと。 

 ですから、タスパークホテルも市のほうで取

得させていただきました、議会の皆様からもお

認めいただいて。あれも今まで長井商工会議所

さんで大変厳しい経営だったわけですけども、

今度は我々も一緒に入って、商工会議所さんと、

あと、民間のいろんなノウハウを生かして、こ

れから収益ぐんと上げないまでも、そこにかけ

てたお金を市から出すことないということの、

いわゆる自主財源を確保する、そういうやり方

もあると思っております。今後とも、自主財源

についてはいろいろ、大変貴重な市民のための

浄財ですから、これから何とかそれを増やすよ

うな努力をしたいと思います。 

 続きまして、２点目の広域的道路整備につい

てということで、議員からは、国道348号の高

規格化や新たな幹線道路を具体化していくため

には関係市町との情報共有が必要であると思う

が、現状どのようになっているのかということ

で、詳しく西廻り幹線道路についてもお話ござ

いました。 

 県のほうで、やっぱりいろいろ調査事業行っ

ていただきました。１つはやはり西廻り幹線道

路ということで、西根地区、平野地区、致芳地

区の皆様が力を合わせて何とか実現しようとい

う運動なさって、それに私ども行政も、市も一

緒に運動させていただきながら、今度、白鷹町

のほうもやはり荒砥橋までの県道を国道にしよ

うということでのそういう活動もなさってまし

たので、一緒になってやってきたんですけども、

結果として、やっぱり非常に厳しいと。それは

なぜかというと、広野バイパスと森バイパスと

いうことで、287号線のバイパス化がもうでき

てるんですね。 

 したがって、問題は長井南バイパス、287号

線が森バイパスまでの間、市街地を通るという

ことで、非常に混雑をするということで、それ

でもなかなか、県としては長井西バイパスはど

うだというようなご提案もいただきました。た

だ、西バイパスにしても、相当な事業費がかか

ると。大体150億円ぐらいとかって。あまりに

もかかり過ぎるので、じゃあ、東ルート、いわ

ゆる河井山から東山、日の出町を通っていくル

ートどうだとか、いろいろご検討いただきまし

た。しかし、結果として、議員からもあります

ように、年間西置賜の道路予算というのは４億

円から５億円ですので、150億円といったら、

もうそれ全て使っても30年、そんなことはあり

得ないということで。なおかつ私どもは長井南

バイパスの終点、今、現道で泉通ってますけど、

そこからあかしあ産業団地まで、これは重要な

長井市の製造業の集積のあるところだから、そ

こを重要物流道路にしてほしいということで、

いろいろお願いいたしまして、令和元年にそれ

を採択してもらったんですね。ですから、県の

ほうもそれを何とかしようということで、今動

きがあるということでございます。 

 関係市町との連携ということなんですが、基

本的に道路というのは、やっぱりそれぞれの市

町村で置かれている立場が違うんですね。 

 例えば南陽市とかは結構いろんな、交通の要

所ですから、国道13号線と113号線、それとほ
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かにもいろいろ道路あるわけですけども、それ

を基軸として、南陽市は道路は別に困ってない

わけですよ。それから、米沢市ももちろんです

よ、困ってない。困ってるとしたら、121号で

すか、喜多方まで抜ける道路のもう少し高速化

を、高規格化を望んでいるんだろうと思います

が、でも、そんなに差し迫った問題じゃない、

なかなかいい道路ですから。 

 あともう一つの市である長井市を見ますと、

長井市だけが高速道路網に外れてるわけですよ

ね。山形県13市の中で、高規格道路、新潟山形

南部連絡道路も実は高速道路の一つです。でも、

今度通りますが、本当に私も実際道路見てがっ

かりするんですが、200メートルですよ、かす

ってるだけ。しかもその200メートルから100メ

ートルも行くと川西町ですよ。ですから、かつ

て新潟山形南部連絡道路の期成同盟会をつくっ

てほしいということで、多分国のほうからも働

きかけがあって、113号線沿線でその期成同盟

会つくって、長井市がその会長をずっとやって

たと。私も前の人から引き継いでやったときに、

梨郷道路が完成したときに、当時の南陽市長が

おっしゃってたのは、これよ、南陽市は何にも

恩恵ないんだと、こういうふうに言ってました。

高畠町のための道路みたいだって言うわけです

よ。高畠町の病院から真っすぐに置賜総合病院

に来れるんだぞ。もうこのルート、これだった

ら我々もあんまりメリットないなということも

おっしゃってました。そんなことはないと思う

んですが。あと長井市は、何とか長井市を高規

格道路通って、高速ネットワークの一つにした

いと、インターチェンジ造りたいということだ

ったんですが、結果としては、何とかぎりぎり

残りました。でも、前にもお話ししたように、

長井市を通らないルートで示されましてね、私

が市長に就任させてもらって２年目か３年目で。

これはないだろうと、長井市これだけ頑張って

やってきて何だと言ったら、まあ、何のことは

ない、国としては、長井市はもう会長抜けたん

だから、自分たちのやりたい一番スムーズなや

り方というのが、長井市を通らないで真っすぐ

めざみの里まで、病院の前は通んなきゃいけな

いということで、そこからそういうルートでし

た。 

 ですから、これでも分かると思うんですが、

実は国は国でやっぱり自分たちがやりたいルー

トってあるわけですよ。ただし、その沿線の、

あるいはそこの市町村の意向と働きかけによっ

て変えなきゃいけない場合もあるということで

すね。長井市の場合は、県内唯一13市の中で高

速ネットワークがないと言っていいと思います。

まちなか通ってないんですから。 

 ですから、それは、実は長井市と白鷹町だけ

なんですよ。小国町と飯豊町は通る予定あるわ

けですよね。今、梨郷道路が終わって、今度は

今泉道路ってことで、飯豊町のほうに延びます

から。これはある程度時間の問題で、ただ、早

くするかどうかは運動次第だと思います。 

 あとは、例えば川西町さんの場合は、置賜地

域の中央にあるので、あえて運動しなくても、

どんどん道路は通るんですよ。ですから、新潟

山形南部連絡道路で、今の段階で一番メリット

があるのは川西町ですよね。ですから、病院が

あるのでメディカルタウンなんかもつくるとい

うことを言ってますが、やっぱり川西町長は

我々と一緒に行ったことないですよ、今まで。

我々は忙しい中、新潟行ったり、仙台行ったり、

独自にも運動してやってきたと。ですから、そ

ういう意味で言えば、関係市町村の連携という

よりも、一番欲しいこの道路、こういうふうに

してほしいって言った市町村が頑張んなきゃい

けないんですよ。そして、その周りにお願いし

て協力いただくというスタイルだと思います。 

 今回の348号の高規格化については、白鷹町

長が以前、遠藤利明、自民党の総務会長の秘書

をなさってたということで、いろいろ相談して
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もらって、あと、山形市長は私も市長会の会長、

副会長でね、あとは、遠藤利明先生と非常に近

いので、山形市長もいろいろお願いして、これ

はやっぱり我々長井市とか白鷹町ということだ

けでなく、県庁所在地である山形市を巻き込む

べきだと。しかも中核市で、いわゆる中核都市

圏という、50万人の圏をつくってますから、そ

こにつなぐ道路だということで、山形市長に会

長に就任いただいて、そして一緒になって、関

連する南陽市、上山市も、そして白鷹町、飯豊

町、あとは一部川西町も通りますから川西町に

もお願いして期成同盟会つくっているというこ

とです。 

 したがって、今後はやっぱり白鷹町とうちで、

どういうルートでいくかということと、あと、

私のほうは新潟山形南部連絡道路の梨郷道路が

開通する、そこのところの特例で、500メート

ルというのは農振除外にできる特例があります

ので、それで新産業団地をつくるわけですね。

だから、あそこは歌丸ではできないんですよ。

というのは、都市計画区域の調整区域に、そう

いったことを想定して今泉は入れてると。歌丸

も一部入るんでしょうけども、それは２期工事

とか、そういったところでぜひお願いしたいな

と思って。 

 そのときに、実は新産業団地だけの目的じゃ

ないんです。それをつくることによって、新潟

山形南部連絡道路は必ず飯豊町、小国町のほう

に進みやすくなるわけですよ、そういう、新産

業団地はあんまり関係ないと思うんですが。や

はり国のほうで道路というのは産業振興、だか

ら重要な物流としての、製造業があったり、物

流の機能があったりということと、あと、観光

交流のいわゆるルート、それで利用を推進して

いく。ですから、私どもがやまがたアルカディ

ア観光局といって２市３町の、そういう広域連

携ＤＭＯもつくってますし、それに新産業団地

ということで、非常に国からすれば進めやすい

環境をつくったと。 

 私どもは287号についてはいろんなところで

お話ししてんですが、なかなか難しいよと。で

すから、287号と348号というのは今泉から荒砥

まではダブってるんですね。それを長井南バイ

パスからでは多分工事できないと。それよりも

高規格道路の梨郷道路の終点から長井市を通っ

て、白鷹町を通って、348号が長谷堂のほうに

行くというルートだと、新潟山形南部連絡道路

の、今度斜め線という新たな視点でお願いでき

るなということから、そういった取組を今して

いるところです。 

 ちょっと長くなりましたけども、以上のよう

に、道路についてはやっぱり当事者が努力して、

そして関係する市町にご協力仰ぐ、一緒になっ

て行動してくと。今度は経済界とか、あるいは

いろんな市民団体とか観光関係とか、そういっ

たところを巻き込んで運動していくことによっ

て実現に結びつけていかなきゃいけないと思っ

ているところです。 

 ぜひ、令和５年度はこの長井市の、今度は同

盟会みたいなのも発足しなきゃいけないなと思

っておりますので、ぜひ引き続きよろしくお願

いいたします。 

○浅野敏明議長 梅津義徳厚生参事。 

○梅津義徳厚生参事 おはようございます。 

 私からは、１項目めの（５）子育て応援企業

の認定制度を創設し、社会全体で子育てしやす

いまちづくりを積極的に進めるべきと考えるが

というところでお答えをいたします。 

 議員からは、このたび子育て応援企業の認定

と公表、認定企業のうち優れた企業には表彰と

いうご提案を頂戴いたしました。大変ありがた

いご提案をいただいたと受け止めております。 

 「くるんと」は子育て応援施設と図書館が一

体となった施設であり、子供から高齢者まで楽

しめる施設となります。議員からもありました

ように、「くるんと」により子育て環境につい
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てもより充実できるものと考えております。 

 さらに、この「くるんと」のオープンが契機

となり、より多くの企業に子育て世代の応援を、

支援を行っていただくことができれば、働きな

がら安心して子供を産み育てる社会の実現につ

ながり、ひいては長井市全体の活性化にもつな

がると考えております。 

 つきましては、「くるんと」のオープンに向

け、子育て応援企業の募集と、その公表や表彰

について検討をさせていただきたいと思います。 

 子育て応援企業の認定基準や、その公表等の

詳細につきましては今後検討してまいります。 

 なお、令和２年２月に男女共同参画事業の一

環として、市と市内民間企業や団体と共に共同

宣言をしたイクボス宣言などとも連動させなが

ら、仕事と子育てを両立できるような環境づく

りの推進と機運の醸成を今後とも図ってまいり

たいと考えているところです。 

○浅野敏明議長 尾久宣行子育て推進課補佐。 

○尾久宣行子育て推進課補佐 おはようございま

す。 

 子育て推進課長には、遊びと学びの交流施設

「くるんと」についてのご質問をいただいてお

りますので、私から回答させていただきたいと

思います。 

 まず最初の、「くるんと」における研修等に

ついてでございますが、「くるんと」における

子育て支援事業につきましては、議員ご発言の

とおり、子育て支援センター事業、一時預かり

事業、ファミリー・サポート・センター事業の

３事業について、市が事業主体となりまして業

務委託により実施します。 

 業務委託につきましては、３つの事業をまと

めて委託することによりまして、サービスの総

合利用の促進であったり、利用者からの実際の

ニーズ把握による各事業への反映、各事業間の

効率化などが図られるということが期待される

ことから、現在市内で同様の事業を実施してい

る社会福祉法人あおぞら会に、その全ての業務

について委託を行う予定と考えております。 

 あおぞら会は、現在、花作町でおひさま保育

園を運営しておりまして、保育園の中で子育て

支援センターにじいろ、それから一時預かり事

業も実施をしております。 

 また、現在、生涯学習プラザのほうで子育て

支援センター事業をやっているんですが、プラ

ス、現在休止しているファミリー・サポート・

センター事業を実施していた特定非営利活動法

人まごころサービス長井が運営している「まざ

～れ」につきまして、「くるんと」での子育て

支援センター事業の実施を見据え、４月からあ

おぞら会がその運営を行うという予定としてお

ります。 

 したがいまして、「くるんと」で行われる３

事業の実施に当たりましては、いずれも本市に

おきましてその事業を実施してきた団体及び非

常に豊富な経験を持つ職員が業務に従事をする

ということから、比較的円滑にその対応が可能

ということで考えている次第でございます。 

 ただ、新たな施設の中で、今度新たに事業を

行うということがございますので、職員の動線

であったり、子供の安全性であったり、きめ細

かに現場の状況に合わせた実施が可能となりま

すように、現場レベルでの検証と研修を何度も

繰り返し実施しまして開館に備えてまいります。 

 また、３事業を行うに当たり、山形県社会福

祉協議会が実施している子育て支援員研修など

の受講機会を確保するとともに、先進地視察で

あったり、内部研修等も含め、より向上したサ

ービスの提供が可能となるよう、研修体制の構

築を図ってまいります。 

 ２点目の事業周知につきましては、広報なが

いであったり、あやめＲｅＰｏ、市のホームペ

ージを使った従来の方法に加えまして、利用す

る方々の年代とか環境に合わせまして、ソーシ

ャル・ネットワーキング・サービス、いわゆる
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ＳＮＳを利用した方法も有効であると考えてお

ります。したがいまして、市の公式ＬＩＮＥア

カウントであったり、フェイスブックについて

も有効活用するとともに、利用者が常に利用し

ているＳＮＳ上の口コミという部分、こういっ

た部分も大事にして周知を図ってまいりたいと

考えております。 

 また、施設につきましては、子供とそのお父

さん、お母さんだけでなくて、おじいちゃん、

おばあちゃん等の年代の方々にも広く気軽にご

利用いただきたいと考えておりますし、また、

市外への周知という部分についても積極的に行

いたいと考えておりますので、「くるんと」全

体の周知と併せまして、不特定多数の方々へ広

く広報するということをするために、県内で発

行しています各種子育て広報誌であったり、フ

リーペーパーであったり、そういった部分への

情報提供なども検討してまいりたいと考えてお

ります。 

 ３点目、離乳食の提供でございますが、離乳

食につきましては、子供の月齢に応じましてい

ろいろございまして、ごっくん期、５カ月から

６カ月程度、もぐもぐ期、７カ月から８カ月程

度、かみかみ期、９カ月から11カ月程度、あと、

ぱくぱく期、１歳から１歳半などと、対応食が

非常に細かく分かれているという状況がござい

ます。また、議員ご指摘のとおり、アレルギー

対応であったり、細菌・感染対策等のリスク管

理も当然生じるということがございますので、

提供につきましては、一般に市販されているベ

ビーフード等の販売につきまして、その提供方

法についても併せて検討しているところでござ

います。 

 ４点目、土日対応でございますが、支援セン

ター事業につきましては、現在開設している子

育て支援センター「まざ～れ」の職員、それか

ら「にじいろ」の職員により主に運営を行う予

定としておりますが、その職員のほとんどが保

育士の資格を有しているという状況でございま

す。したがいまして、土日につきましても保育

士を配置しまして、各種相談に応じるというこ

とは可能ということで考えてございます。 

 職員配置につきましては、職員の勤務時間が

週５日を超えない範囲の中で、また、有給休暇

も取得できるような体制を整えていくという予

定で考えております。 

 加えて、遊技場では、より利用しやすくスム

ーズな運営を行っていくために、広く市民から

ボランティアの募集も検討しております。その

ボランティアスタッフには、子育て支援の３事

業にもご協力をいただき、連携を図りながら、

手厚い支援、相談体制を確保して、また、利用

者のニーズを把握しながら事業等を進めてまい

りたいと考えております。 

○浅野敏明議長 ３番、渡部正之議員。 

○３番 渡部正之議員 答弁いただきました。 

 やはり自主財源の確保というところは、一、

二年でどうにかなるようなものでもありません

し、今までも本市として様々な行政改革等進め

られてきておりますし、やっぱりこういったと

ころに関しては、先ほど市長からありましたホ

ームページとか広告、また、ふるさと納税、産

業振興、こういったところを、市が頑張ってる

んだというところと、これからこうやっていく

んだというところを、昨日もお話ありましたけ

れども、長井市の未来を育む少年会議ですか、

ああいったところでやっぱり子供たちも未来に

向けて前向きにやろうとしているところが見え

ましたし、ぜひ、こういったところの、ここは

説明は詳しくということにはいかないかもしれ

ませんが、そういった機運、市民一体となって

まちづくりをしていくんだという機運の高まり

につながるようなお話などもしていただきたい

なと思うわけでありますけれども、市長のお考

えを最後にお聞かせください。 

○浅野敏明議長 内谷重治市長。 
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○内谷重治市長 大変申し訳ございません、長く

なりまして、時間がなくなりました。 

 ぜひ、そのような形で、今後なお一層、特に

小・中・高校生の皆さんにいろんな機会を通じ

て、長井市のまちづくりや未来の、我々大人が

頑張ってることをお伝えしたいと思います。 

○浅野敏明議長 ３番、渡部正之議員。 

○３番 渡部正之議員 ぜひ本当に本市への愛着

などにもつながる、そして、定着にもつながる

ようになってくると思いますので、よろしくお

願いいたします。 

 広域的道路網整備につきましては、これはや

はり市民の願いであり、希望であると思います。

長井南バイパスについても、構想、計画、そし

て完成まで20年ぐらいかかっているということ

を聞いておりますし、これは望む我々長井市が

一生懸命お願いしていくとともに、我々議員で

できるようなことがあれば、しっかりと取り組

んでいかなければならないと感じているところ

です。そういったところでも頑張って、一緒に

頑張っていけたらと思います。よろしくお願い

いたします。 

 最後に、遊びと学びの交流施設ですけれども、

やっぱりこれは市内外に広く本市の子育て環境

を伝える施設になると思います。ぜひスムーズ

な開設になるように期待して、私の質問を終わ

ります。ありがとうございます。 

 

 

 渡部秀樹議員の質問 

 

 

○浅野敏明議長 次に、順位12番、議席番号８番、

渡部秀樹議員。 

○８番 渡部秀樹議員 お疲れさまでございます。

緑風会の渡部秀樹です。よろしくお願いいたし

ます。 

 ２月４日土曜日、第20回となるながい雪灯り

回廊まつりが開催されました。市内各所では趣

向を凝らしたイベントが開催され、手作りの雪

灯りがまちなかにともり、幻想的な雰囲気に包

まれました。私は、毎年、地元の大町エリアの

会場で大きな滑り台つきの雪像を造り、当日は、

その大きな滑り台つきの雪像に遊びに来る子供

たちのサポートをしておりますが、今年の雪像

はえとのウサギを３羽造りました。毎年恒例の

ため、楽しみにしていた子供たちが大勢遊びに

来てくれ、午後３時過ぎから午後８時頃まで、

ほぼ無休憩で子供たちのお手伝いをさせていた

だき、楽しい時間を過ごさせていただきました。 

 今月の広報ながいの表紙に雪の中、楽しげに

そりに乗る子供たちと、熊の毛皮を身につけ、

ウサギのかぶり物を頭に乗せている男性の姿が

掲載されておりますが、その熊の毛皮にウサギ

のかぶり物のいで立ちの男性は私であります。

私が市報の表紙を飾ることなど、もう二度とな

いであろうと思いますので、この場をお借りし

て御礼申し上げます。とてもよい記念になりま

した。誠にありがとうございます。 

 また、一昨日、宮城県で生活をしております

私の子供から、母子ともに健康、無事に生まれ

ましたとの報告を受けました。私にとって２人

目の孫の誕生であります。この少子化の中、と

てもうれしいニュースでありましたので、ご報

告させていただきます。 

 それでは、通告に従って質問させていただき

ます。質問は大きく２項目ありますので、順次、

お答えいただきますよう、よろしくお願いいた

します。 

 １項目めは、都市機能向上等について、市長

にお聞きいたします。 

 第五次総合計画後期基本計画の将来像として、

「みんなで創る しあわせに暮らせるまち 長

井」を掲げ、市政運営に取り組む本市のまちづ

くりなどについてお聞きいたします。 

 １点目は、除排雪対策等についてお聞きいた


